
　

イ
ベ
ン
ト
・
催
し　

　
幕
末
の
教
育
を
紐
解
く

　
特
別
公
開　
蘭
書「
和お
ら
ん
だ
じ
い

蘭
字
彙
」の
◯白
丸
・
●黒
丸

　
幕
末
、
大
野
藩
が
開
い
た
藩
校「
洋
学
館
」

は
、
全
国
有
数
の
学
習
規
模
を
誇
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
成
績
管
理
の
方
法
に
つ
い
て
、

市
と
大
阪
大
学
と
の
合
同
調
査
に
よ
り
、
大

野
高
校
に
残
る
蘭
書
か
ら
新
た
な
手
が
か
り

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
成
果
と
関
連
資
料
を
特
別
公

開
し
ま
す
。

期
間　
１
月
10
日
土
～
２
月
８
日
日（
期
間
中

無
休
）

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
日
祝
日

は
午
後
５
時
ま
で
）

場
所　
歴
史
博
物
館

入
場
料　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

協
力　
大
野
高
校
、
大
阪
大
学
適
塾
記
念
セ

ン
タ
ー

そ
の
他　
１
月
24
日
土
午
後
１
時
30
分
か
ら

学
芸
員
に
よ
る
展
示
説
明
を
行
い
ま
す（
事

前
申
し
込
み
不
要
）

問　
歴
史
博
物
館 （
☎
65
・
５
５
2
０
）

　
民
俗
資
料
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
御
朱
印
づ
く
り
」

　
発
泡
材
と
油
性
ペ
ン
を
使
っ
て
、
世
界
に
一

つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
御
朱
印
を
作
り
ま
す
。

日
時　
１
月
17
日
土
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

定
員　
20
人（
先
着
）

参
加
料　
４
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無
料

申
込
方
法　
民
俗
資
料
館
に
電
話
で
申
し
込

む（
☎
66
・
０
２
３
８
）

申
込
締
切　
1
月
10
日
土

問　
生
涯
学
習
・
文
化
財
保
護
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　

教
室
・
講
座  

　
歩
く
ス
キ
ー
体
験
教
室

　
気
軽
に
楽
し
め
る「
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス

キ
ー
」の
体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
大
自

然
の
コ
ー
ス
で
雪
の
上
を
進
む
爽
快
感
を
味

わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
15
日
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

※
バ
ス
移
動
を
希
望
す
る
人
は
午
後
０
時
30

分
結
と
ぴ
あ
集
合

場
所　
Ｄ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｕ
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

講
師　
市
ス
キ
ー
連
盟

対
象　
小
学
３
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

定
員　
20
人（
先
着
）

※
最
少
催
行
人
数　
４
人

参
加
料　
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

持
ち
物　
タ
オ
ル
、
着
替
え
、
飲
み
物

※
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
板
は
主
催
者

側
で
準
備
し
ま
す

服
装　
防
寒
着
、
手
袋
、
帽
子　

申
込
方
法　
窓
口
か
電
話
、
専
用
フ
ォ
ー
ム

で
申
し
込
む

申
込
締
切　
２
月
９
日
月

問　
市
公
共
施
設
管
理
公
社

　
（
☎
65
・
８
７
６
６
）

　

お
知
ら
せ 

　
ご
み
の
祝
日
・
第
４
日
曜
日
受
け
入
れ

日
時　
１
月
12
日
月
成
人
の
日
、
25
日
日
午
前

８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所　
ビ
ュ
ー
ク
リ
ー
ン
お
く
え
つ

そ
の
他　
受
け
入
れ
日
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、少
量
の
ご
み
は
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

問　
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合

　
（
☎
66
・
６
６
９
０
）

▲申し込みは
　こちら

広　告
広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先

秘書広報室
（☎ 64・4825）

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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大
野
の
商
工
業
や
観
光
に
関
す
る
声
を

　
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
令
和
９
年
度
以
降
の
新
た
な
産

業
振
興
に
関
す
る
戦
略
の
策
定
に
向
け
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
状
況
や
考
え

方
を
把
握
し
、
今
後
の
戦
略
づ
く
り
の
参
考

と
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象　
高
校
生
以
上
の
市
民
、
市
内
事
業
者

回
答
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
回
答
す
る

回
答
締
切　
１
月
23
日
金

問　
産
業
政
策
課 （
☎
64
・
４
８
１
６
）

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
で
備
品
を
整
備

　
（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」は
、
宝
く
じ
の
収
益
金
を
活

用
し
、安
全
な
地
域
づ
く
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
充
実
、
強
化
を
目
的
と
し
た
助
成
事

業
で
す
。

　

こ
の
助
成
を
受
け
、

富
嶋
区
と
陽
明
町
一
丁

目
１
区
が
活
動
備
品
を

整
備
し
ま
し
た
。
整
備

さ
れ
た
備
品
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

問　
地
域
文
化
課 （
☎
64
・
４
８
３
４
）

　

募
集　

　
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
協
力
事
業
者
募
集

　
照
明
を
消
し
て
、
大
野
の
美
し
い
星
空
を

見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
趣
旨
に
賛
同
し
、

協
力
い
た
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時　
２
月
１
日
日
～
28
日
土
午
後
９
時
～

10
時

《
統
一
取
組
日
》２
月
１
日
日
、
13
日
金
、
28

日
土

協
力
方
法　
期
間
中
の
午
後
９
時
～
10
時
、
極

力
照
明
を
消
す
か
、
厚
手
の
カ
ー
テ
ン
を
閉

め
て
外
に
光
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
期

間
中
の
で
き
る
日
だ
け
で
も
可
。
た
だ
し
、

統
一
取
組
日
の
い
ず
れ
か
１
日
以
上
は
実
施

し
て
く
だ
さ
い

申
込
方
法　
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
申
し
込
む

そ
の
他　
参
加
事
業
者
名
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す

問　
環
境
・
水
循
環
課

　
（
☎
64
・
４
８
２
８
）

　
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
ポ
ス
タ
ー
展
示
団
体
募
集

　
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
会
場
で
生
涯
学

習
活
動
を
紹
介
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る

団
体
や
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

　
展
示
を
通
じ
て
、
日
々
の
活
動
や
成
果
を

紹
介
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
２
月
15
日
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

場
所　
学
び
の
里「
め
い
り
ん
」

応
募
資
格　
市
民
ま
た
は
市
内
で
勤
務
し
て

い
る
人
や
市
内
の
企
業
、
団
体

申
込
方
法　
電
話
か
専
用
フ
ォ
ー
ム
で
申
し

込
む

申
込
期
間　
１
月
５
日
月
～
30
日
金

問　
生
涯
学
習
・
文
化
財
保
護
課

　
（
☎
65
・
５
５
９
０
）

　

電
子
メ
ー
ル　

shobun@
city.fukui-ono.

lg.jp

▲詳しくは
　こちら

▲専用フォーム 
　（事業者対象）

▲専用フォーム 
　（市民対象）

▲富嶋区：除雪機など

▲陽明町一丁目１区：いすなど

▲申し込みは
　こちら

消防団員募集中

対象　市内在住または市内に勤務している18歳以上の人
報酬　・年額報酬　３万6500円　・活動手当　2500円／回
・災害手当　4000円／回（４時間未満）　8000円／回（４時間以上）
問　消防署警防課 （☎64・4898）

地域を守るヒーローになりませんか？

　大切な家族や地域を災害から守るために、あなたの力を発揮
してみませんか。消防団に興味がある人、入団してみたい人は
気軽に消防署へ問い合わせてください。

そ
の
他

教
室
・
講
座

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

お
知
ら
せ

募
　
集
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証明書発行窓口延長
延長日時　毎週木午後５時15分～７時
窓口　市民生活・統計課（市役所１階②③番窓口）

マイナンバーカード窓口延長・休日交付

日程 時間
窓口延長 毎週木 午後５時15分～７時

休日交付 10日土
11日日 午前９時～正午

完全予約制 （☎64・4246）
※予約がない人の手続きは受け付けできません

納期限

種類 納期限

市県民税 ２月２日月

国民健康保険税 ２月２日月

後期高齢者医療保険料
（普通徴収）

１月５日月
２月２日月

介護保険料
（普通徴収） ２月２日月

※家賃は収入に応じて変動します
※それぞれ入居条件があります。詳しくは問い合わせてください

市民の う ご き

世帯数 1万1543世帯（-15世帯）
人　口 2万9209人 （-61人）
〈男〉 1万3974人 （-22人）
〈女〉 1万5235人 （-39人）
◆11月中の内訳
　転入　34人　　出生　９人
　転出　65人　　死亡　39人

令和７年12月１日現在（前月比）   

市営住宅などの入居者募集中
募集物件 募集戸数 選定方法 受付期間 問い合わせ先

高齢者向け賃貸住宅
※60歳以上

コーポ花山（牛ケ原） 21戸（１ＤＫ）
１戸（２ＤＫ） 先着 随時 光明寺福祉会

（☎65・7132）
コーポめいりん（明倫町） ９戸（１ＤＫ）

市営住宅 中挾団地（中挾三丁目） １階１戸（２ＤＫ） 選考会 １月６日火～
16日金　

交通住宅まちづ
くり課

（☎64・4815）特定優良賃貸住宅 東二番町家住宅（元町） ４戸（２ＬＤＫ） 先着 随時

Q１ 今月号で良かった内容や写真があれば教えてください
Q２ 取り上げてほしい内容や企画、風景があれば教えてください

広報アンケート

　皆さんの声を紙面に反映し、より良い広報紙にするため、ご意
見をお寄せください。回答者の中から抽選で５人にＣＯＣＯＮＯ
アートプレイスの入場無料券をプレゼントします。

アンケートの回答、住所、氏名、年齢を専用フォー
ムかはがきで回答

回答方法回答方法

問　秘書広報室 （☎64・4825）〒912−8666（住
所は書かなくても届く）

回答者に
プレゼント有！

広　告
広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先

秘書広報室
（☎ 64・4825）

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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み
ん
な
の

み
ん
な
の

情
報
掲
示
板

　「
み
ん
な
の
情
報
掲
示
板
」に
情
報
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

　
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
秘
書
広
報
室 

　
（
☎
64
・
４
８
２
５
）

▲詳しくは
　こちら

そ
ば
初
打
ち
会

　
そ
ば
打
ち
愛
好
会「
め
ん
棒
く
ら
ぶ
大
野
」

が
、
令
和
８
年
に
初
め
て
打
つ
そ
ば
を
無
料

で
振
る
舞
い
ま
す
。

日
時　
１
月
12
日
月
成
人
の
日
正
午
～

場
所　
結
と
ぴ
あ

内
容　

打
ち
立
て
の
そ
ば
の
試
食（
先
着

１
０
０
食
）

問　
め
ん
棒
く
ら
ぶ
大
野　
山
川
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
２
３
７
６
・
２
２
２
５
）

冬の自然を
見て、学んで、楽しもう！　　

・冬の野鳥レストラン・冬の野鳥レストラン
　室内から餌台に集まる野鳥を近くで観察できます。
期間　１月６日火～２月28日土
その他　10人以上の団体は要申し込み

・ 野鳥写真展「野鳥と彩り展」・ 野鳥写真展「野鳥と彩り展」
　日本野鳥の会福井県の会員が撮影した野鳥の写真
を展示します。
期間　１月６日火～２月28日土

・ミニ展示「冬に見られるカモのなかまたち」 ・ミニ展示「冬に見られるカモのなかまたち」 
　身近な水辺で見られるカモ類のはく製や、県内に
渡来するカモ科鳥類の最新調査結果を展示します。
期間　３月29日日まで

・ ミニ展示「自然のなかの『うま』」 ・ ミニ展示「自然のなかの『うま』」 
　新年の干

え と
支にちなみ、名前に「ウマ」がつく昆虫や

植物の標本を展示します。 
期間　３月29日日まで 

県自然保護センターイベント情報

共通事項
時間　午前９時～午後５時（午後４時30分最終入館）
休館日　月（祝日の場合はその翌日）、年末年始

問　県自然保護センター （☎67・1655）

広　告 広　告

そ
の
他

イ
ベ
ン
ト
・
催
し

募
　
集

教
室
・
講
座

お
知
ら
せ
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健康・福祉健康・福祉 だよりだより１１月月

健康プラスデー
６日火午前９時～正午
保健センター（結とぴあ内）

健康栄養相談（要予約☎65・7333）
６日火午前10時～11時30分
保健センター（結とぴあ内）

後期高齢者医療新規加入者説明会
27日火午前９時30分～10時30分
結とぴあ

幼児健康診査
【１歳半児】　27日火午後１時10分～１時30分
　保健センター（結とぴあ内）

【３歳児】　28日水午後１時10分～１時30分
　保健センター（結とぴあ内）

休日急患診療所
【診療科目】　小児科（日・祝日のみ）・内科・外科
【診療日時】　土（10・17・24・31日）：午後１時～５時、

午後６時～９時
日・祝日（１～４・11・12・18・25日）：午前９時～正午、

午後１時～９時

詳しくは
こちら▶

　Ｖｉｏでモールウォーク　Ｖｉｏでモールウォーク
　～金曜どうでしょう～　～金曜どうでしょう～
　天候を気にせず参加できるのがモールウォークの良い
ところ。「一人ではなかなか参加しにくい」という声に応
え、１月の毎週金にミニウォーキングイベントを開催し
ます。冬の運動不足解消にぜひ参加してください。
日時　１月９日、16日、23日、30日いずれも金午前

10時～11時
集合場所　ショッピングモールＶｉｏセンターコート
内容　準備運動とミニ筋トレの後、Ｖｉｏ内の１周300㍍

のコースを各自のペースでウォーキングします
参加料　無料
持ち物　歩きやすい靴（手荷物の預かりはありません）
その他　・申し込み不要
・おおのヘルスウォーキングプログラム参加者は各回

50ポイントもらえます
問　健康長寿課 （☎65・5046）

　介護や認知症のことだけでなく、不安なことや気掛かりなことなど何でも相談できるよろず相談を実施します。
専門職のスタッフがいますので、気軽にお立ち寄りください。　　　　　　　　問　健康長寿課 （☎65・5046）

認知症や介護のこと、 お茶を楽しみながらゆっくり話しませんか？

●心むすびカフェ
日時　８日木午後０時30分～３時
場所　ショッピングモールＶｉｏ
内容　今年の抱負を語りましょう～

予防ミニ講座：大いに笑って脳リ
ハビリ～

問　健康長寿課 （☎65・5046）

●結のカフェ
日時　11日日午前９時30分～正午
場所　大野きらめき
内容　むかし語り
講師　松嶋秀明さん
定員　20人（先着）
参加料　100円

持ち物　筆記用具
申込方法　電話で申し込む
申込締切　９日金
問　県民せいきょう大野きらめき
　（☎66・1211）

●やわらぎカフェ
日時　14日水午前１0時～11時30分
場所　かじ惣リブレ店
内容　出張カフェ「よろず相談」
講師　大野和光園職員
問　大野和光園 （☎66・6660）

●オレンジカフェ
日時　16日金午後１時30分～３時30分
場所　和が家（中据52ー６ー８）
※送迎可、☎69・1108に連絡して

ください
内容　茶話会
参加料　100円
問　和が家 （☎69・1108）
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おとしょちゃん便りおとしょちゃん便り

ちゃぶ台ぐるぐる
群ようこ／著
集英社
　中学時代、部活帰りに友達と食べた
ラーメンや、家族が風邪をひいたときに
母が作ってくれた小田巻蒸しなど、食に
まつわる思い出と、著者自身の食事管理
のエピソードをつづったエッセイ集で

す。現代の日本の食に対する著者の思いも垣間見えます。

一般図書一般図書 児童図書児童図書
新着案内

図書館の新着図書図書館の新着図書
一覧はこちら▶一覧はこちら▶

１月の催し

今を春べと
奥田亜希子／著
双葉社
　子どもが通い始めたかるた教室で、
いつしか母親の希海が競技かるたに魅
了されていきます。しかし、子育て中
に趣味を優先することへの罪悪感や、
家族の無関心による寂しさから、競技

かるたを続けることに迷いを抱きます。葛藤しながらも、
自分の〈好き〉を諦めずに追い求める姿を描いた物語です。

生きものとのおどろきの話
小澤昔ばなし大学再話研究会／再話
岩波書店
　読んでびっくり、語って楽しい、
日本各地の昔ばなしを、研究会の皆
さんが語りやすく整えた再話集の第
２弾です。さまざまな生きものたち
が、かたき討ちや恩返しなどで大奮

闘する話が集められています。大野の昔ばなし「きつね
もしたったお医者さま」も収録されています。大人はも
ちろん、子どもへの読み聞かせにもおすすめです。

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ

頭シャキーン＆いきいき
Ｏ
お お

Ｈ！脳
の

音読会
６日火午前10時30分～11時30分

０・１・２だっこでぎゅ
０歳から２歳までの親子で、わらべ
歌と絵本を楽しみます
10日土、24日土

【０歳組】午前10時30分～10時50分
【１、２歳組】午前11時～11時30分

こころのおやつのじかん
絵本の読み聞かせをします

【土開催】10日、24日、31日午後
２時30分～３時

【日・祝日開催】11日、12日、25
日午前10時30分～11時

うきうき！ボードゲームくらぶ
17日土午前10時30分～11時30分

自然あそび
17日土午後２時30分～３時30分

おはなし会
24日土、31日土午後３時～３時30分

絵本の部屋
絵本の勉強会です
25日日午前10時～正午

　新年を祝うおせち料理に込められた願いを描いた絵本
「おせち」の英語版です。日本の伝統食の魅力を、美しい
絵とともに外国の人にも分かりやすく紹介しています。

OSECHI　Food for the New Year
内田有美／文・絵
アーサー・ビナード／英訳
満留邦子／料理
三浦康子／監修
福音館書店

図書館を臨時休館します
　１月18日日から23日金まで、蔵書点検のため休館します。この期間の
図書の返却は、ブックポストを利用してください。
　なお、２月28日土まで図書の貸出期間を３週間に延長していますので、
ゆっくり読書を楽しんでください。
問　図書館 （☎65・5520）
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　子育て支援センターは、妊娠中の人や０歳～就学前までのお子さんとおうちの人が
気軽に集い交流できる場です。
開所時間　月：午前９時～午後４時（祝日の場合は翌火）
　　　　　火～金：午前９時～正午、午後１時30分～４時（祝日を除く）
　　　　　第２・３土　午前９時～正午
問　地域子育て支援センター（結とぴあ内）　☎65・7188　FAX65・6463
　Eメール　kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

▲詳しくはこちら

子育て支援センターの行事予定

おおの  子育て子育て  つうしん

今月の主な行事今月の主な行事
【はさみでちょきちょき】※要予約
　日�時　20日火①午前９時～②午前10時～③午前11時～

④午後２時〜（全４回、各回７人程度）
　内容　節分の制作

【助産師によるミニ講座】※予約不要
　日時　22日木午前11時～11時30分
　内�容　断乳・卒乳について

【こころイキイキ子育てミニ講座】※要予約
　日時　27日火午前11時～11時30分

講師　公認心理士　山崎和恵さん
内�容　心が折れない子どもに育てるには

【誕生会】※要予約
　日時　29日木午前11時～11時30分

内�容　１月に誕生日やハーフバースデーを迎えるお
子さんをみんなでお祝いしましょう

＊�行事がない日の毎週月・木は、午前11時から保育士
による手遊びや紙芝居・絵本の読み聞かせなどを行っ
ています

◎子育て支援センターの行事予定表「あそびにおいでよ！」は市
ホームページからも見られます

詳しくはこちら▶

　保育所や認定こども園にまだ入園し
ていないお子さんが対象です。日程や
内容など詳しくはホームページを確認
してください。
問　こども支援課 （☎64・5140）

保育所・認定こども園 開放日
（未就園児）

▲詳しくはこちら

PICK UP

　Ｚｏｏｍと電子メールに加えて、ＬＩＮＥでも
子育て相談ができるようになりました。
　子育てに関する困り事や不安、分からないこと
などを相談してください。内容に応じて、保育士
や保健師、管理栄養士など専門職が応じます。
相談方法
・ＬＩＮＥ
　市公式ＬＩＮＥ「各種相談」→「子育て相談」→
「オンライン子育て相談」→「相談を申し込む」

・電子メール
　kosodate@city.fukui-ono.lg.jpまで申し込む
・Ｚｏｏｍ
　ＬＩＮＥか電子メールのいずれかで申し込む
相談対応時間　平日午前９時～午後４時
その他　電話や対面での相談も可能です
問　地域子育て支援センター　
　（☎65・7188）

ＬＩＮＥで子育て相談が
できるようになりました
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　ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。ショッピングモー
ルＶｉｏで、定休日を除く毎日開いています。（午前10時～午後６時）

【定休日】１日(元日)木・７日水・21日水…Ｖｉｏ定休日
　　　　１日(元日)木～3日土…ちっく・たっく年始休業　　　問　☎66・3775

詳しくはこちら
（ちっく・たっくホームページ）

ちっく・たっくの行事予定

ママリフレッシュ講座～「自分で淹
い

れたコーヒーをおいしく飲もう！」
※要予約・限定６組
　日�時　19日月午前10時30分～11

時30分
　講師　Ameliaさん

子育て塾～マイスターによる身体
測定と育児相談※要予約。母子手
帳を持参してください
　日時　20日火午前10時〜11時30分
　講�師　福井高等学校　衛生看護

科教員　藤井千代美さん
※�今月のお話「育てにくい子！発

達障害豆知識」

ママリフレッシュ講座～足ツボ
※要予約・限定８組
　日�時　26日月午前10時30分～11

時30分
　講�師　アロマセラピスト　辻小

百合さん
　持�ち物　タオル、水（デトック

ス効果のため）

集まれおおのっ子　
ひとり親家庭等学習支援事業

　ひとり親家庭などの小中学生が参加できる学習会
です。宿題で分からないところや、つまずいている
ところを習うことができます。
日時　10日土、17日土、24日土午前９時30分～11時30分
場所　旧アドバンススクール（神明町1107番地）
申込方法　こども支援課（結とぴあ１階①番窓口）へ

申請書を持参か郵送で提出する。申請書はホーム
ページからダウンロードできるほか、
こども支援課にもあります

問　こども支援課 （☎64・5533）　大
野市母子寡婦福祉連合会 （☎090・
9766・0372）

児童デイサービスセンター  
くれよん教室

　児童デイサービスセンターでは、言葉や発達　児童デイサービスセンターでは、言葉や発達
などが気掛かりな子どもの相談と療育を行ってなどが気掛かりな子どもの相談と療育を行って
います。います。
　いつでも問い合わせてください。　いつでも問い合わせてください。
♥子どものことばや育ちの相談（要申込）
　日時　随時開催  午前９時～午後５時
♥子どものからだとこころ専門医による相談
（要申込）

　月１回　希望する人はご連絡く
ださい

問　児童デイサービスセンター
　（結とぴあ内 ☎65・8535） ▲詳しくはこちら ▲申請書はこちら

日時　１月10日土午前10時～11時　
テーマ　大野高校書道部とコラボ！書き初

めワークショップ
【お願い】来館時は住所の分かる身分証や利

用証（二次元コード）を受付で提示してく

ださい
問　おおの天空パークＯＳＯＲＡ
　（☎64・5109）
※毎週月休館（月が祝日の場合は開館）

▲申し込み方法など
詳しくはこちら

イベント情報

児童デイサービスセンター  
くれよん教室
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種類 相談名 要予約 開催日 時間 会場 問い合わせ先

保
健
関
係

育児不安解消サポート事業
（お日さま広場） ○ 15日 午前10時～

11時30分
大野市地域
子育て支援
センター

☎66・2076
（奥越健康福祉センター）

心の健康相談 ○ ７・21日 午後２時～４時

奥越健康福
祉センター

エイズ相談検査、B型・C型肝
炎相談検査、性感染症相談検査 ○ ６・20日 午前９時～11時

女性相談 毎週火水金 午前９時～午後４時
（水は正午まで）

補聴器相談 19日 午前10時～正午
結とぴあ ☎64・5142

（福祉課）ストレス相談 ○ ８日 午後２時～４時

法
律
関
係

人権相談・行政相談 15日 午後１時30分～
３時30分

結とぴあ ☎64・4820
（総務課）

無料登記相談 14日 午後１時30分～
４時30分

法律相談 ○ 15・22日 午後１時～４時 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

（
商
工
業
に
関
す
る
相
談
）

中
小
企
業
相
談

経営（工業）相談 ○ ８日 午後１時～４時

大野商工会
議所

☎66・1230
（大野商工会議所）
※�相談日の前日までに

予約してください

労働相談 ○ ９日 午後１時～４時
金融相談（日本政策金融公庫・
国民生活事業） ○ 13日 午後１時～３時

法律相談 ○ 15日 午後１時～４時
税務相談 ○ 22日 午後１時～４時
司法書士相談 ○ 21日 午後１時～４時
夜間相談 ○ 15日 午後５時～８時

和泉地区相談 ○ 14日 午前10時～
午後３時

和泉ふれあ
い会館

そ
の
他

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター）

７・14・
21日 午後１時30分～３時 結とぴあ ☎64・5533

（こども支援課）

年金相談 ○ 22日 午前10時～
午後３時

大野商工会
議所

☎0776・23・4518
（福井年金事務所）

臨床心理士による教育相談 ○ ８・15・
22・29日 午後１時～５時 青少年教育

センター
☎66・7717

（青少年教育センター）

心配ごと相談 22日 午前９時～正午 結とぴあ ☎65・8773
（社会福祉協議会）

施設名 休館日
学びの里「めいりん」 １～３日
公民館 １～３・12日
図書館 １～５・18～23・26日
本願清水イトヨの里 １～５・13・19・26日
水のがっこう １～５・13・19・26日
歴史博物館 １～４日
民俗資料館 １～５・13・19・26日
越前大野城 冬季休館（～３／31）
くずりゅう化石ラボ ガ・オーノ １～５・13・19・26日

ＨＯＲＯＳＳＡ！
12月～令和８年３月は予
約のみ受け付け
１～３・５・13・19・26日

武家屋敷旧内山家 １～４・６・13・20・27日

施設名 休館日
武家屋敷旧田村家 １～４・６・13・20・27日
文化会館 １～３・５・19・26日
ＣＯＣＯＮＯアートプレイス １～５・13・19・26日

Ｂ＆Ｇ海洋センター １～３・5・12・13・
19・26日

エキサイト広場 １～３・７・13・14・
21・28日

あっ宝んど 13日
うらら館 １・５・13・19・26日

平成の湯 １・ ６・ ７・13・14・
20・21・27・28日

結とぴあ（有終会館） １～３日
おおの天空パークＯＳＯＲＡ １～３・５・13・19・26日

１月の施設休館日

１月の各種相談日
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　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真などを収集保存しています。家庭に古い写真などを持っている　大野の歴史・文化・伝統を記録した写真などを収集保存しています。家庭に古い写真などを持っている
人は、ぜひ連絡してください。皆さんの協力をお願いします。人は、ぜひ連絡してください。皆さんの協力をお願いします。
問　生涯学習・文化財保護課 （学びの里「めいりん」内問　生涯学習・文化財保護課 （学びの里「めいりん」内☎65・5590）65・5590）

三八豪雪（昭和38年１月撮影）
　年末からの雪が降り続き大雪となりま
した。除雪が追いつかず雪の捨て場も不
足していました。三番通りでは、２階の
高さまで積もった雪の道を、行き交う人
の姿が見られました。

（提供者：亀井利英さん）

かまくら祭り（昭和63年１月撮影）
　九頭竜スキー場で「第２回九頭竜かまく
ら祭り」が開催され、国道158号沿いに各
団体が作った雪像が並びました。写真は

「鯉
こい

の雪像」です。
（提供者：水谷光一さん）

高校生以下の市民で掲載を希望する人を募集します。内容は夢や目標、頑張っていることなど
です。ささいなことでも構いません。詳しくは秘書広報室まで　☎64・4825

おおのっ子VOICEに参加しませんか？

明るい仲間と共に目指す　全国の舞台へ
井川 亜美さん　下庄小学校５年

　私は下庄クラブで、小学２年のときからバレー
ボールを続けています。先にバレーをしていた双子
の姉を見て「私もやってみたい」と思ったのがきっか
けです。バレーの好きなところは、メンバーみんな
で協力して点を取るところ。最近は特にアタックの
練習に力を入れていて、「気持ちで負けずに、みんな
がつないでくれたボールを決めてやる」って思いなが
ら取り組んでいます。
　チームの雰囲気はとても明るく、練習も試合も前
向きな気持ちで取り組めています。11月の「きらら
カップ」では、新チームになって初めての大会で優勝
することができました。ミスが少なく、普段どおり
のチームの良さがしっかり出せた試合で、とても思
い出に残っています。
　来年の目標は、夏の県大会で優勝して全国大会で
勝ち続けることです。最初の１本目を大切に、試合
の流れを自分たちのものにできるチームを目指し、
これからも練習を頑張ります。
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グループ Focus市民の
ページ

チ
ャ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ

　
音
楽
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち
が
生
き
生
き
と
踊
る

チ
ャ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
。
指
導
歴
20
年
以
上
の
小
林
亜
矢
子
さ
ん

は
、
ダ
ン
ス
の
楽
し
さ
に
加
え
、
礼
儀
や
姿
勢
、
表
現
す
る
魅
力

を
大
切
に
し
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
ま
す
。

踊
る
楽
し
さ　

育
む
自
信

ダ
ン
ス
の
魅
力
を
子
ど
も

た
ち
へ

　
小
林
さ
ん
が
大
野
で
ダ
ン
ス
教
室
を

立
ち
上
げ
た
の
は
平
成
17
年
。
当
初
は

大
人
向
け
の
よ
さ
こ
い
や
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
中
心
に
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、「
子
ど
も
に
も
ダ
ン
ス
の
魅

力
を
伝
え
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、
平

成
24
年
に
日
本
こ
ど
も
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を

取
得
し
、
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
を
開
講
し
ま

し
た
。

　
現
在
は
小
学
１
～
３
年
生
の
９
人
が

在
籍
し
、
毎
週
水
曜
日
の
レ
ッ
ス
ン
に

励
ん
で
い
ま
す
。「
入
会
し
た
て
の
頃

は
恥
ず
か
し
が
っ
て
い
た
子
が
堂
々
と

踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
成
長
の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る

の
が
や
り
が
い
で
す
」と
小
林
さ
ん
は

目
を
細
め
ま
す
。

　

下
庄
小
学
校
３
年
の
小
池
唯
斗
さ

ん
は「
失
敗
し
て
も
気
に
せ
ず
踊
り
続

け
る
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
」と

語
り
、
経
験
が
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い

る
様
子
で
す
。

表
現
す
る
楽
し
さ

　

指
導
で
小
林
さ
ん
が
特
に
大
切
に

し
て
い
る
の
は「
楽
し
む
こ
と
」で
す
。

「
音
楽
に
合
わ
せ
て
自
由
に
体
を
動
か

す
こ
と
で
、
自
分
を
表
現
す
る
楽
し
さ

を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
」と
語
り
ま
す
。

下
庄
小
学
校
３
年
の
宮
本
燈と

う
わ和
さ
ん

は「
毎
週
の
レ
ッ
ス
ン
が
楽
し
み
。
み

ん
な
と
動
き
を
合
わ
せ
て
踊
れ
る
よ
う

に
な
る
と
気
持
ち
い
い
で
す
」と
笑
顔

を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
あ
い
さ
つ
や
仲
間
と
励
ま

し
合
う
気
持
ち
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
姿
勢

な
ど
、
基
本
的
な
礼
儀
作
法
な
ど
も

丁
寧
に
伝
え
て
い
ま
す
。
小
林
さ
ん
は

「
ダ
ン
ス
を
通
じ
て
表
現
す
る
力
や
礼

儀
作
法
を
身
に
付
け
、
学
校
生
活
や

社
会
に
出
た
と
き
の
生
き
る
力
に
な
っ

て
く
れ
れ
ば
」と
話
し
ま
す
。

ダ
ン
ス
の
輪
を
広
い
世
代
に

　

今
後
は
幼
児
向
け
ク
ラ
ス
の
開
講

や
、
保
護
者
と
子
ど
も
が
一
緒
に
踊
る

会
の
開
催
な
ど
、
活
動
の
幅
を
さ
ら
に

広
げ
て
い
く
考
え
で
す
。
小
林
さ
ん
は

「
子
ど
も
も
大
人
も
気
軽
に
体
を
動
か

し
に
来
て
ほ
し
い
で
す
」と
呼
び
掛
け

ま
す
。
ダ
ン
ス
が
つ
な
ぐ
新
し
い
交
流

の
形
が
、ま
た
一
つ
生
ま
れ
そ
う
で
す
。

●
メ
ン
バ
ー
募
集
中

　
一
緒
に
体
を
動
か
す
楽
し
さ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　
チ
ャ
ン
ス
タ
ジ
オ　
小
林
さ
ん

　
（
☎
０
９
０
・
４
６
８
４
・
９
７
５
５
）

▲熱心にダンスの練習に
取り組む子どもたち

広　告
広告募集中
（１ヵ月 1枠 1万円）　　　２枠２万円
問い合わせ先

秘書広報室
（☎ 64・4825）
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大
野
市
で
頑
張
っ
て
い
る
人
、
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
秘
書
広
報
室
ま
で　
☎
64
・
４
８
２
５

「
市
民
の
ペ
ー
ジ
」に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

大野人 Interview市民の
ページ

自
分
の
世
界
を
描
き
続
け
た
い

湯
口　
耀よ
う
さ
ん

　

県
美
展
の
絵
画
・
造
形
部
門
で「
高
文
連
賞
」を
受
賞
し
た
湯

口
さ
ん
。
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
描
く
緻
密
な
模
様
と
、
大
胆
な

構
図
に
よ
る
独
自
の
世
界
観
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
創
作
へ
の

思
い
や
今
後
の
目
標
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

絵
を
描
き
始
め
た
き
っ
か

け
は

　
尚
徳
中
学
校
の
カ
ル
チ
ャ
ー
部
で

の
活
動
中
に
、
何
気
な
く
紙
に
模
様

を
描
い
た
と
き
に「
楽
し
い
」と
感
じ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
中
学

２
年
頃
に
緻
密
な
模
様
を
描
く
作
風

が
形
に
な
り
始
め
、
夢
中
で
描
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
進
路
選
択
の
際

は
、
美
術
の
学
び
を
深
め
た
い
と
思

い
、
家
族
の
後
押
し
も
あ
っ
て
デ
ザ

イ
ン
系
コ
ー
ス
の
あ
る
現
在
の
高
校

を
選
び
ま
し
た
。

受
賞
作
品
に
つ
い
て
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

　

受
賞
作
は
龍
を
中
心
に
、
周
囲

を
緻
密
な
模
様
で
構
成
し
た
作
品

で
す
。
龍
は
自
分
自
身
を
象
徴
し
た

存
在
で
、
模
様
は
無
意
識
や
心
の
内

側
を
線
に
置
き
換
え
た
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
離
れ
て
見
た
と
き
の
迫
力
と
、

近
づ
い
た
と
き
に
分
か
る
緻
密
さ
の

両
立
を
意
識
し
て
制
作
し
ま
し
た
。

自
然
豊
か
な
大
野
で
生
ま
れ
育
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
模
様
の
一
部
に
は
花

や
山
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
表
現
も
取

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
黒
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
だ
け

で
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
が
、

今
回
は
授
業
で
学
ん
だ
水
墨
画
の
技

法
を
使
い
、
部
分
的
に
金
彩
を
施
す

な
ど
、
新
し
い
表
現
に
も
挑
戦
し
ま

し
た
。

受
賞
の
感
想
は

　
入
選
だ
っ
た
昨
年
度
を
上
回
る
結

果
で
、
約
３
カ
月
掛
け
て
制
作
し
た

作
品
だ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
分

の
表
現
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
う
れ

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
家
族
も
喜
ん

で
く
れ
、「
続
け
て
き
て
よ
か
っ
た
」

と
実
感
し
ま
し
た
。先
生
か
ら
も「
外

部
審
査
員
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
自

信
に
な
る
」と
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、

励
み
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
は
何
で
す
か

　

今
は「
戦
争
と
少
女
」を
テ
ー
マ
に

し
た
立
体
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
平
面
が
中
心
で
し
た
が
、
表

現
の
幅
を
広
げ
た
い
と
思
い
挑
戦
し

て
い
ま
す
。

　
将
来
は
大
学
で
都
市
デ
ザ
イ
ン
を

学
び
、
ア
ー
ト
と
ま
ち
を
結
び
つ
け
る

分
野
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
だ
け
に
捉
わ
れ

ず
、
自
分
が
本
当
に
描
き
た
い
と
思
う

作
品
を
大
切
に
し
な
が
ら
創
作
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

▲新たな立体作品を創作中
の湯口さん

春
日
一
丁
目
・

福
井
工
大
附
属
福
井
高
校
２
年

広　告広　告広　告
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　共同コンピュータ株式会社（本社：福井市）が、ｅプ
レイスおおのに「大野オフィス」を開設しました。同社
はコンピューターシステムの設計や開発などを行う企
業で、市としては東証上場企業のグループ会社の誘致
は３社目、情報サービス業では初となります。
　笹岡晴雄社長は「施設のネットワーク環境の良さ
や、奥越在住社員の通勤負担を軽減できること、市
の丁寧な支援が進出の決め手となった」と話し、将
来的には大野オフィスを同社の研究開発の拠点と
し、地元人材の採用にも取り組む考えを示していま
した。

11
18 eプレイスおおのに

ＩＴの新拠点誕生

　本市出身の卓球選手・大藤沙月選手（ミキハウス所属）が、母校の有終南
小学校を訪れ、児童に世界卓球選手権銀メダル獲得の報告を行いました。
　体育館で開かれた凱旋報告・激励会では、大藤選手が有終南小学校で
の思い出を紹介したほか、児童たちとの卓球交流も行われ、笑顔あふれ
るひとときとなりました。
　児童から力強いエールを受けた大藤選手は、「ありがたい気持ちでいっ
ぱい。背中を押してもらったので、今日のことを思い出してまた試合を
頑張りたいです」と話していました。

大 藤沙月選手が母校に凱
がいせん

旋 
子どもたちに活躍誓う

11
25

　開成中学校のボランティア組織「善意銀行」の生徒
が、認知症患者の不安軽減に役立つとされる防寒具

「マフ」17個を制作し、福井勝山総合病院へ寄贈し
ました。マフ作りには、市内のサークル「編み物を
愛する会」が協力し、会員の指導を受けながら生徒
が作業を進めました。
　結とぴあで行われた贈呈式では、生徒代表が「慣
れない編み物は難しかったが、使う人を思い浮かべ
ながら心を込めて作ることができた」と話していま
した。

１１
19 思い込めた手編みマフ

開成中生徒が寄贈

こんなことがありました！ 話題のひろば
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　市消防本部が、消防活動に協力された長田大介さん
と杉川拓也さんに感謝状を贈呈しました。
　２人は10月21日、屋根修理のため訪問していた東
山区の住宅で住宅用火災警報器の音に気付き、台所付
近から白煙が上がっているのを発見。長田さんは水バ
ケツで初期消火を実施、杉川さんは速やかに119番通
報を行いました。消防隊到着時には火勢が鎮まり、延
焼を防ぐことができました。
　２人は「とっさのことだったが、冷静な行動で被害
を防ぐことができて良かった」と当時を振り返ってい
ました。

冷 静判断で火災防ぐ 
２人に感謝状贈呈

11
28

【左】ＳＤＧｓに関する市の取り組みに役立ててほし
いと、越前信用金庫から65万円の寄付をいただき
ました。同金庫からの寄付は平成20年から毎年続
いており、今回で18回目となります。
　寄付金は、市の脱炭素関連事業に活用します。
 

【右】鉄道愛好家の木下大悟さん、山岸譲
じょう

さん、山野
稀
ま れ ゆ き

之さんから、10月に市内で開催した鉄道イベン
トで募った２万円を寄付いただきました。
　寄付金は、「越美北線と乗合バスに乗る運動を進
める会」の越美北線利用促進事業に活用します。

温かいご寄付 
ありがとうございます

11
26

　教育旅行で来県した台湾・国立彰化師範大学附属
高級工業職業学校の生徒ら35人が大野市を訪れま
した。県観光連盟のインバウンド施策の一環で、行
程は奥越明成高校の生徒が企画しました。
　城下町観光では、武家屋敷旧内山家や御清水など
を巡り、奥越明成高生が翻訳アプリを使いながら大
野の歴史や生活を紹介。文化交流会では、缶バッジ
制作や大野音頭の体験を通して、両校の生徒が親睦
を深めました。
　台湾の高校生は「美しい町並みや台湾と異なる文
化に触れ、貴重な経験になった」と話していました。

高 校生がおもてなし
台湾からの学び旅

12
９

　篠座こども園と上庄小学校で漆塗り体験会が開か
れました。企画したのは、市内で漆器の木地製作を
行う笹島漆器工芸の木地師・笹島隆史さんで、若い
世代に漆器の良さを感じてもらおうと昨年から取り
組みを始めました。
　子どもたちは、漆器の木地に漆を塗る最初の工程

「木地固め」に挑戦。漆を塗る専門の職人から助言を
受けながら、真剣な表情で専用のはけを動かし、丁
寧に椀

わん

へ漆を塗っていました。椀は職人が塗りを重
ねて仕上げた後、子どもたちの手元に届けられ、家
庭で使ってもらう予定です。

漆器を身近に感じて 
園児が漆塗り体験

12
９
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編
集  

秘
書
広
報
室 （
☎
０
７
７
９
・ 

 64
・
４
８
２
５
）

　
　
　

hisyo
@

city.fukui-o
no

.lg.jp

　

令
和
八
年
の
干え

と支
は
午う

ま

。

駿し
ゅ
ん
め馬
が
躍
動
す
る
よ
う
な
年
に

な
る
だ
ろ
う
か
。
十
二
支
に
よ

る
午
の
刻
は
昼
の
十
二
時
。
午

の
方
角
は
南
。
な
ん
と
な
く
明

る
さ
と
活
気
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。
良
い
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
▼
正
月
と
い
う

と
家
族
が
こ
た
つ
を
囲
む
団
ら
ん
風
景
を
思
い
描

い
て
し
ま
う
。
が
、
近
年
は
ど
う
も
様
変
わ
り
し
た

よ
う
だ
。
子
ど
も
は
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
に
、
中
高
生
と
も

な
る
と
、
ス
マ
ホ
で
友
達
と
の
や
り
取
り
に
夢
中
に

な
る
。
家
族
そ
ろ
っ
て
の「
こ
た
つ
」「
み
か
ん
」「
娯

楽
番
組
」は
す
で
に
過
去
の
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
。「
ぼ
う
ず
め
く
り
や
」「
い
ろ
は
か
る
た

4

4

4

」も
同

じ
運
命
を
た
ど
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
▼
全
国
各

地
に
地
域
の
名
所
や
名
物
、
人
物
な
ど
を
題
材
に
し

た「
郷
土
か
る
た

4

4

4

」が
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

が
群
馬
県
の「
上じ

ょ
う
も
う毛か

る
た

4

4

4

」だ
。
大
野
市
に
は「
越

前
大
野
ふ
る
さ
と
か
る
た

4

4

4

」が
あ
る
。
説
明
書
に
よ

る
と
、
大
野
を
よ
り
理
解
し
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
教
育
委
員
会
が
企
画
し
、
平
成
五
年
か
ら

三
年
か
け
て
編へ

ん
さ
ん纂

さ
れ
た
。
人
物
編
、
自
然
編
、
観

光
編
の
三
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
▼
読
み
札
・
絵

札
は
市
民
か
ら
募
集
し
、
小
学
生
の
作
も
採
用
さ
れ

て
い
る
。
文
字
は
毛
筆
の
手
書
き
だ
。
絵
札
は
市
民

の
応
募
作
と
市
内
の
美
術
教
員
の
手
に
よ
る
も
の

だ
。
読
み
札
の
言
葉
は
生
活
の
中
で
見
聞
き
し
て
き

た
こ
と
や
、
実
感
が
こ
も
っ
た
も
の
が
多
い
。
手
作

り
感
あ
ふ
れ
る
素
朴
さ
と
、
大
野
に
寄
せ
る
愛
情
を

感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
か
る
た

4

4

4

だ
。
一
枚
一
枚
を
手
に

取
り
、
説
明
書
を
読
ん
で
い
く
と
郷
土
史
を
学
ん
で

い
る
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
。
改
め
て
大
野

を
大
切
に
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
を
知
っ
た
。な

お
、
平
成
二
十
一
年
に
は
、
合
併
し
た
旧
和
泉
村
の

題
材
を
取
り
入
れ
た
改
訂
版
が
制
作
さ
れ
た
。
こ
れ

も
ま
た
改
め
て
大
野
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
く

れ
る
か
る
た

4

4

4

だ（
D・
E
）

編

集

後

記

COVER　－表紙の写真－
心新たに　新風の一

い っ し
矢

　青さが際立つ冬の空に、奥越明
成高校弓道部の弦

つるおと
音が響きます。

11月の県新人大会では、団体戦
で初優勝を果たし、全国選抜大会
への切符を手にしました。大舞台
を目前に控え、部員たちは一射ご
とに集中力を高めていました。

　
「
大
野
市
10
大
ニ
ュ
ー
ス
」で
寄
せ
ら

れ
た
票
や
コ
メ
ン
ト
の
一
つ
一
つ
に
、

大
野
へ
の
温
か
な
思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

日
々
の
取
材
の
中
で
も
、
大
野
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
尽
力
す
る
皆
さ
ん
の
姿
に
、

元
気
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
令
和
８
年
も
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
、

市
政
を
身
近
に
感

じ
て
い
た
だ
け
る

紙
面
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

前田

鎌利展
　本県出身の書家・アーティスト、前田　本県出身の書家・アーティスト、前田鎌鎌

か ま りか ま り
利利さんのさんの

展覧会を開催します。テーマは「永遠」。古来から受展覧会を開催します。テーマは「永遠」。古来から受
け継がれてきた「書」の手法に、現代的な感性を取りけ継がれてきた「書」の手法に、現代的な感性を取り
入れ、人の営みや時の流れを表現します。入れ、人の営みや時の流れを表現します。
　１月24日土午後２時からと２月７日土午後３時か　１月24日土午後２時からと２月７日土午後３時か
らは、前田鎌利さんによるライブパフォーマンスもらは、前田鎌利さんによるライブパフォーマンスも
実施します。ぜひ来てください。実施します。ぜひ来てください。

場所　COCONOアートプレイス
観覧料　大人400円、中学生以下無料
問　COCONOアートプレイス （☎64・4848）1 / 24土～3 / 2 2日
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